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o 

In
]
じ
く
ユ
ー
ト
ビ
ス
ト
ビ
し
てC

a
b
e
t

が
あ

る

が
、

そ
 

0
:名
著V

o
y
a
g
e

 en IcariS

に
書
か
.れ
た
共
產
主
義
的 

信
念
は
同
じ
ぐ
ン
ユ
タ
イ
'ン
0
,筆
に
ょ
つ
て
描
寫
さ
れ 

I2
V
の
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o'
火
に
.宗
敎
的
社
會
主
_ 

象
i
レ
て
最
も
有
名
なL

a
m
e
n
a
i
s

の
一
八
.！

1|

七
年
出

:

m

iハ

怨

2

0
四
五)

新
列
紹
介

版
^ 1LIvre 

d
u

 

j
>
e
u
p
l
e

の
1

節
を
採
錄
す
る
。
こ
れ 

ら
の
.傾
向
に
反
し
て
暴
力
的
革
命
を
主
張
す
る
も
の
に 

A
u
g
u
s
t
e

 

B
l
a
B
u
i

 

.が
あ
る
。.
彼
は
七
月
革
命
並
■に
そ 

の
以
後
の
あ
ら
ゆ
る
革
命
運
動
に
參
加
し
、
さ
ぅ
し
て 

革
命
的
秘
密
結
社
0
首

領

で

あ

っ

れ

。
彼
の
名
著
は 

Critique 

sociale

、で
、
そ
の
一
節
が
载
せ
ら
れ
て
ゐ
る 

が
、
そ
は
資
本
主
義
經
濟
組
織
の
批
評
を
そ
の
一
特
色〗 

ビ
す
る
。B

l
a
n
q
u
I

を
揭
げ
た
デ
ィ
ル
は
、直
ち
に
現
代 

に
至
つ
て
、
v
s j 
a
v
rrD
>
sを
揭
げ
、
ル
イ
の
革
命
的
ナ
ン 

デ
ィ
力
リ
ズ
ム
運
動
史
の
ー
節
を
揭
げ
て
佛
蘭
西
の
部 

分
を
終
る
。
あ
は
英
國
で
あ
る
。
英
國
に
お
け
る
社
會
生 

義
的
文
献
は
®
富
で
あ
る
が
、
デ
"
ル
は
單
にw

i
l
l
i
a
B

 

T
h
o
3
p
s
o
n

 

並
に J

a
m
e
s

 

Bronterre 

Q
B
r
i
e
n

 

を
擧
げ 

る
に
止
ま
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
ニ
名
の
み
を
以
て
、
英
國
社 

會
主
義
の
特
質
を
語
り
得
る
か
は
疑
問
で
あ
る
が
::
0
こ 

:の
稲
の
編
輯
書
に
は
免
れ
雛
い
缺
黏
で
あ
ら
ぅ

。
更
ら 

に
獨
逸
に
お
け
る
社
會
.主
義
文
献
の
集
錄
を
見
る
€

、
 

"Weitling, 

IVEarx, 

Bodbertus, Xassalie, Bernstein 

を 

載
せ
て
ゐ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
.一
八
四
九
部
のr

賃
銀
勞 

働
だ
資
本」

を
、
p 

Iド
べ
ル
ト
ス
は
、「

標
準
勞
働
時
間

第

七

贼

一

芄

七



,' 逢

:

ノ

第

十

六

溜c
l〇

四
六

一

新

刊

紹

介

論」
を
、
ラ
サ
"
ル
は「

勞
働
.間
題
に
就
て」

を
載
せ
て
ゐ 

る

。
：：
獨

逸

に

お

け

る

斑

會

主

義

女

献

は

近

代

的

意

味

に
 

:

あ
い
て
は
、
ほ 

>

こ

れ

で

足

，う

る

i

考
ヘ
ら
れ
る
.ゾ
ン 

:
v
ル
ト
の
集
錄
は
®;
學
者
ダ
ィ
ヒ

テ
を
も
載
せ
て
ゐ
る 

や
う
で
あ
る
0

マ
ル
キ

.シ
ズ

ム
の
|
新
型
態
£
し
て
の 

ボ
ル
シ
，グ
ィ
ズ

ム
の
文
献
も> J

の
種
の
集
錄
に
ば

V
缺 

く V

か
ら
ざ
る
重
要
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
0
デ
ィ
レ 

.

.

.

.
は
そ
の
代
表
^
し
て
ラ
'デ
：ッ
.
.
ク
.
0':

「

科
學
ょ
り
實
行

へ 

'0
社
#
主
義
の
發
達」

ブ
：メ
ジ
，ン
0」

「
共
產
主
義
綱
領」 

を

採
録
す
る
。
ゾ
ン 

> ル
卜
は
，レ
ー」
マ
ン
の「

國
家

 ̂

革
命」

0:
1
節
を
集
錄
し
て
ゐ
る
が
共
に
ボ
ル
.ジ
う
'グ
ィ 

X
:

ム
の
重
要
し
文
献
で
あ
る
。
：社
會
主
義
S
對
立
の
槪 

へ
念
で
あ
る
無
政
府
主
義
に
關
，し
て
は
‘、
私
有
，財
產
主
義 

を
主
'(
11

|す
るHerre P

r
o
u
d
h
o
n

ビ
、
共
產
主
義
を
主 

張
す
る
‘

p. 

Kropotkin 

の
文
献
を
揭
げ
る
。土
地
1 : 

會
主
義
に
對
し
て
は
ff
i
3
r
y
0
8
^
6

の
み
を
,
げ
る
。 

こ
：の
®
に
就
て
は
、
英
國
土
地
砒
會
ま
義
者
の
文
献
を 

も
集
錄
す
る
の
必
要
が
な
い
だ
ら
う
か
。
ff
i
し
現
^
の 

社
會
主
義
か
ら
見
れ
ば
、
；‘こ
..の
»
は
重
大
.で
は
な
い
を

能
七
號

一

五

八

m
ら
に
第
二
部
綱
領
の
部
分
を
見
る
$
、
ま
た
各
國 

ガ
に
分
類
さ
れ

て
お
り
、
こ
の

集
錄
の
範
圍
も
甚
だ
當 

を
得
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
こ
の
斯

(:
お
い
て
、
ゾ
ン 

ハ
ル
ト
敎
授
の
集
錄
ょ
う
も
秀
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る

o 

ゾ
ゾ\

ル
ト
の
集
録
は
マ
ル
ク
ス
以
後
に
お
け
る
避
要 

な
世
界
的
意
義
の
あ
る
も
の
の
み
を

集
録
し
て
ゐ
て
、
:■ 

各
國
の
運
動
に
關
す
る
宣
言
書
等
は
缺
け
て
ゐ
る
。，ま 

た
デ
ィ
ル
の
書
の
一
特
徵
は
、
マ
ル
ク
ス
が
ゴ
ー
タ
宣
一 

言
批
評
ど
し
て1

八
七
五
年
ブ
ラ
ッ
ヶ
に
與
へ
た
有
名
，
 

cr
ir
E

の
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
ビ

.で
あ
る
。
こ

0
%
众

_認

上

に

揭

載

せ

ら

れ

た

も

の

、
で

、
：
ゴ

ー

タ

宣

言

に

對

す 

る
嚴
正
な
.る
批
判
で
あ
る

^
共
に
、
マ
ル
ク
ス
の
社
會 

學
的
M
想
の
重
製
な
る
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
。
即
ち

2 

W

ボ
ル
シH

グ
ソ
ズ：：

ム
の
主
張
で
あ
る

「

無
產
階
玫

VD
n 

獨
裁」
な
る
言
葉
は
實
に
、こ
の
書
翰
の
中
に
發
見
し

^
 

る
の
：で
あ
る

o「

資
本
主
義
か
ら
共
產
主
義
の
社
會
へ
移 

る
間
に
は
一
の
過
渡
期
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
の
政
治
的
，
 

形
態
で
あ
つ
て
、
即
ち
無
茆
階
級
の
革
命
的

*
裁」

が

農

It

の
有
名
な
章
句
は
こ
0
書
翰
の
一
部
を
形
成
す
る
の
で 

あ
.る
o
.こ
.の
.書
翰
は
躲
利
彥
氏
化
：ょ
'つ
て「

姬
會
主
義 

研
究」

訪
上
に
お
い
て
«
|
|發

表

さ

れ

た

。
.
：

.
デ
ィ
ル
の
書
に
發
見
し
得
な
い
0
.は
、
社
會
主
義
に 

齋
ず
る
批
評
で
あ
る
。
ダ
ン
パ
';
ル
ド
の
用
意
は
乙
の
微 

:

に
お
い
て
優
さ
つ
て
ゐ
る
。
彼
は
四
五
の
社
會
主
義
批 

.評
家
の
文
萆
を

採

錄す
る
こ

ビ
を
忘
れ
な
か
つ
た
o

要 

す
：杏
に
、
幾
多
の
歲
爿
を
經
た
社
^
主
義
文
献
史
の
中

業
'^
資

本

の

勢

力

に

よ

つ

て

な

さ
れ
る

が
如
く
信
す
る 

倾
向
が
盛
ん
で
あ
つ
て
、
澄
徹
し
た
頭
腦
の
所
有
若
で 

_
<
理
論
上
資
本
ビ
勞
働
e
の

協

力

に

よ

る
?.
.
-
ど

を

認
 

め
な
が
ら
も
、
简
ほ
屢
々
勞
働
よ
り
も
資
本
の
勢
力
を 

重
要
視
す
る
過
！g

に
陷
り
易
い
時
に
於
い
て
、
過
般
の 

戰
役
に
よ
り
て
漸
く
世
界
の
注
視
を
受
く
る
R
至
6
た

，
 

る
產
業
に
.於
け
る
勞
働
の
重
要
な
る
こ
ど
を
主
張
し
勞 

働
者
に
對
す
る
覦
麻
施
設
を
眾
に
傭
主
の
利
益
の
み
な

か
ら
-

<:
■
の

重

要

な

も

の

を

選

擇

す

る

こ

ビ

は

:>
甚

だ

,:|
:

ら
す
、
ま
た
勞
働
者
の
利
益
の
み
な
ら
す
、
廣
く
社
會 

困
難
で
あ
る
。
乙
の
點
を
考
，へ
るw

き
吾
々
は
、デ
ノ
ル
,

™

あ

る

L
a
b
o
r

fe
 
,
9,
k

I
 

t 

»
 
»
 
I
 

r
 

— 
t
 
_
_ 

I
 

r

モ
ン
ベ

A

ト

の

兩

敎

授

に.

感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

、

.
r 

- 
^
 

^

 

-
 

 ̂
-

L
e
e

 

K. 

Frankei 

B
a
- 

^
 Th

e

H
u
m
s

 Factor in 

Industry

(
T
h
e

 

Macmillan 

c
o
m
p
a
n
y
.

 

N
e
w

 

Y
o
r
k
)

:

著

者F
r
a
n
k
e
i

氏
は
.メ
ト

ロ
：。ホ
タ
タ
シ

生
命
保
臉
會 

社
の
第
三
副
社
長
で
あ
b
、Fleisher 

..
氏

は

同

社

の

書
 

記
補
で
あ
つ
て
、
本

書

は

外

にL
a
u
r
a

 

s. 

S
e
y
m
o
u
r

 

孃
の
補
助
に
ょ

つ
て
成
つ
.た
も
の
で
あ
る
。
總
て
の
產 

第
十
六
卷

(
I

〇
四
七)

新
刊
紹
介

| 

A
d
m
g
s
t
r
a
t

o-n

に
就
い
て
を
の
實
際
上
の
施
設
效
粜 

|

を
i
^
i
l
rl
n
し
れ
も
の
が
本
書
で
あ
る
。

一

:
本
書
は
章

を

分

つ

こ

ビ

十

一

ー

:>
そ

の

主

な

る

も

の

は 

I

:.
緖
論
、
M
傭
關
係
、
敎
育
、
勞
働
時
間
、
勞
侧
狀
態
、 

I
)

醫
擬
、
賃
銀
支
給
方
法
、
休
養
及
び
娛
樂
、
傭
主
及
び 

;
社
會
、
，保
險
貯
畜
及
び
貨
借
、
勞
働
管
理
部
の
組
織
で 

あ
る
。
評
者
が
本
誌
本
號
に
於
い
て「

勞
働
管
理
間
題 

斑」

ミ
題
し
だ
る
一
篇
は
、祺
ら

本
書
の
.最
初
：の
：j

章 

::
.緖
論
ど
最
後
の一

章
勞
働
管
理
部
の
組
織
ビ
の
翻
_
に 

ょ
つ
て
成
つ
^
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

決
し
て
本
書

第七
號一
双夂


